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項 目 要  約 

１．研究の概要 有害度の高い全ての長寿命核分裂生成物（LLFP）に対し、それら

を含む新規の減速材入りターゲット要素を開発し、それを用いるシ

ステムの核変換率、炉心核熱特性、安全性の評価、ターゲットの物

性測定、製造技術、LLFP回収技術、核データの高精度評価手法等の

要素技術開発を遂行し、全体システムの最適化、照射試験計画策定

を行う。また、実用化段階の大型高速炉に対して、本LLFP核変換シ

ステムの適用性を評価し、従来に比べて飛躍的に高い効率を有する

LLFP核変換システムを開発することを目的として、以下の研究開発

を行う。 

１）LLFP核データの収集・評価

２）高速炉での核変換ターゲット集合体の配置、交換法

３）LLFPターゲットを含む高速炉の炉心特性

４）核変換ターゲット集合体の構造設計

５）大型高速炉での適用性評価

６）核変換ターゲット構成材料の物性

７）核変換ターゲットの製造

８）LLFP回収技術の検討

９）照射試験計画

１０）社会科学的意義

２．総合評価 
Ａ

・LLFP低減の方法、その効果など幅広く試験研究、解析評価を行っ

ており、また、社会科学的取り組みの知見が得られたことが評価

できる。

・この分野の研究は長く実施されており、複数の大学の参画により

解決しようと取り組んだことは評価ができる。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


